
曲線とそのグラフ
（EXCEL を使う）

Microsoft  Excel を使ってグラフを

描いてみましょう

by  M.Nakao



準備-1
せん。ューは違うかも知れまによって、途中のメニ：使うコンピューター

を選択します。プログラムスタート Excel→→



準備-2
Excel が起動すると、下の画面となります。



「関数」とは？-1

一般的です。
を使っておくのが、場合は上のように記号ですが、式を記述する
のどれも数値になるの、合は、実際に値を計算する場
す。は「変数」と呼ばれま呼ばれます。

値の数）とは「定数」（決まったの意味です。は、
。という事が判りますね

合は式を比較して、この場」です。という形が「１次関数

べてみます。（グラフは直線）を調例えば、「１次関数」
うでしょう。の中身は場合ごとに違ものを言います。

の値が決まる。するの値が決まると、対応②
の値が決まる。するの値が決まると、対応①

の関数」と言うのは、と「
のように記述します。

一般的には、
。の関数」のグラフですとは、「これから描いてみるの
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「関数」とは？-2

べる事にしましょう。
は、あとで調式の取り扱いについて、のようになるのですが

は、一般的な「１次関数」
ん。を決める事はできませ

きない」ので、の場合は「割り算がで。という事が判りますね

合は式を比較して、この場のように表せます。

の条件付きで、だと、式の「１次関数」の例
す。式の逆変換」と呼びま「。これを、のように記述できます

いて、式は、特別な場合を除
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直線の作図-1

を描きます。
の値を入れてグラフ」の列にの値を入れ、「」の列に「

します。ﾍﾞｯﾄ＋数字」で表」のように「ｱﾙﾌｧ右上は「
」、画面の」、その直下が「上が「「セル」の場所は、左

入れます。胞）このセルに数値を言います。（セル＝細
」とれぞれの交点を「セルと表示があります。そ横に

、右にいて、左に縦にです。表の形になってでは、
ですね。の区間はる式の場合には、対応す

びます。
を「開区間」と呼を含まない区間」の事に「閉区間」、「両端

事を一般的「両端を含む区間」ののように記述します。
」を表すには、「両端を含まない区間同じような範囲でも、
を表しています。まで（両端を含む）」から「は、

として見ます。の値について描く範囲は、

。グラフを描きましょうて、次式の「関数」の「１次関数」の例とし
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直線の作図-2

ます。
を入れから態で、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ」に表示されている状「
に枠がを入れます。図のよう」のセルに最初に「
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直線の作図-3

左クリックします。スカーソルを合わせて
」のセルにマウ」に表示するには、「ます。枠を「

を入れから態で、ｷｰﾎﾞｰﾄﾞ」に表示されている状「
に枠がを入れます。図のよう」のセルに次に「
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直線の作図-4

を求める式です。式の入力します。これは、
」を」で「。先ず、「「計算式」を入れます
これは」に入れるのですが、」と「の値を「次は
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直線の作図-5

。に値がセットされます離す）と、下図のよう
指をクリック状態を解除（」まで反転した所で左「

ッグする）。下へ引張ります（ドラクリックの状態のまま
ーソルを合わせて、左」セル枠の右下隅にカ次に「

2

1

B

B



直線の作図-6

。ている事が判りますね
を表し式の、どちらも表示されます。これは
」がと、下図のように「をダブルクリックする
」セル「の式が表示されます。クリックすると、先程

」セルをダブルまいましたが、「さっきの式は消えてし
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直線の作図-7

が、ＯＫです。」だけは反転しません「
おきます。グを使って反転させてセル）をマウスドラッ

の４個の場合はデータ」の部分（この
ラフ用後の準備として、「ググラフ作成データの最
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直線の作図-8
しょう。の作成に取りかかりまでは、いよいよグラフ

表示されます。
ード」とように「グラフウィザを合わせると、上図の
カーソルます。このアイコンにアイコンをクリックし
の部分のの内の図の中で、下図上部の「ツールバー」



直線の作図-9

します。
をクリック状態で、下の「次へ」を選びましょう。この
ーなし・・」滑線でつないだマーカしている部分「・・平
、下図で反転で、「散布図」を選び「グラフウィザード」



直線の作図-10
をクリックします。次に、「系列」のタブ

」にチェックします。で、「列「データ範囲」のタブ )(L



直線の作図-11

」をクリックします。入力できたら、「次へ
きましょう。２のグラフ」としておます。「Ｙ＝Ｘ／２＋

、グラフ名称を記入し」の欄をクリックして「名前 )(N



直線の作図-12

」をクリックします。入力できたら、「次へ
記入しましょう。

」欄に「Ｙ」をＸ」を、「Ｙ／数値軸「Ｘ／数値軸」欄に「



直線の作図-13

に使用します。
合のグラフを表示する場「凡例」は１枚に複数
、ずしましょう。一般にする」のチェックをは
示ックして、「凡例を表「凡例」のタブをクリ



直線の作図-14

クします。下の「次へ」をクリッ図のようになったら、
。にチェックを入れます

部分ブで「Ｘ／数値軸」の次に、「目盛線」のタ



直線の作図-15

ます。「完了」をクリックしチェックがｏｋなら、
く」と考えて下さい。「別の紙にグラフを描

ましょう。新しいシート」を選び「グラフの場所」で「



直線の作図-16
します。これから、少々調整を

れましたが」に、グラフが作成さ図のように「 1graph



直線の作図-17

と変更します。補助目盛間隔目盛間隔最小値
値「目盛」タブで、最大
ンドウの表示される下図のウィ
します。状態でダブルクリック
されているに「Ｙ数値軸」と表示
て図のようＹ軸にカーソルを当て
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直線の作図-18
」にしてみます。フォントを「太字斜体「フォント」タブで、



直線の作図-19
とします。を「配置」タブで、方向 °90



直線の作図-20

う。と同様に変更しましょまた、フォントもＹ軸
と変更します。補助目盛間隔目盛間隔最小値

値「目盛」タブで、最大
ンドウの表示される下図のウィ
します。状態でダブルクリック
されているに「Ｘ数値軸」と表示
て図のようＸ軸にカーソルを当て
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直線の作図-21

ます。線の太さを太く変更し「パターン」タブで、
ンドウの表示される下図のウィ

クリックします。
で、ダブルような表示が出ますの
てると図のグラフにカーソルを当



直線の作図-22

変更します。ので、適当な大きさに
変更できますと、フォントサイズがをダブルクリックする

ﾍﾞﾙ」ﾙ」、「Ｙ／数値軸ﾗ、「Ｘ／数値軸ﾗﾍﾞ「ｸﾞﾗﾌﾀｲﾄﾙ」



放物線の作図-1

く作成しましょう。ックしておいて、新し
をクリの場合と同じですが、下直線のﾃﾞｰﾀを作る

を入れます。」のセルにに「必要があります。最初
のセル）を細かくとる」ﾃﾞｰﾀ今度は曲線なので、「

ょう。について描いて見ましの区間の図を、

の例として、放物線今度は、「２次曲線」
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放物線の作図-2
を入力します。のセルに

」します。そこで、「として描いてみる事にのﾋﾟｯﾁを
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放物線の作図-3
まれる状態にします。２つのセル共に枠で囲」「」次に、「 2,1 AA



放物線の作図-4

までになります。今の場合は、
グして離します。に丁度なるまでドラッ」のセルの値が「

グします。、マウスを下にドラッのセルの右下を掴んで」次は、「
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放物線の作図-5
を入力します。のセルで、」のﾃﾞｰﾀです。「次は、 "2^1"1 ABy =



放物線の作図-6
いました。これで、ﾃﾞｰﾀが揃まで行って離します。
ﾃﾞｰﾀの終りドラッグし、のセルの右下を掴んで」次に、「

)101(
1 xB



放物線の作図-7

みて下さい。うになるようにやって示しますので、同じよ
例を下にと同じやり方ですが、行きます。直線の場合

ﾌｳｨｻﾞｰﾄﾞ」に）させてから「ｸﾞﾗ全てを反転（ドラッグ
」のセルまでのセルから、「」次は、「 101,1011,1 BABA



円の作図-1

ります。つなげれば良い事が判とったグラフの２つを
ををとったグラフとについての範囲ので、

せる式は次のように書き直
る事ができます。を下のように描いてみ

」の例２次曲線の一つ、「円
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)11.1(25

)10.1(

)10.1(5

2

222

−+−
−±=

=+

x
xy

yx



円の作図-2

う。です。試してみましょ
同じは「放物線」の場合とへ行きます。後の方法

ｳｨｻﾞｰﾄﾞ」反転させて「ｸﾞﾗﾌ作成した全てのセルを
図の作成③

。」までドラッグします入力してから「
を」に計算式セル「

ｰﾀを作成するには、ました。下半分のﾃﾞ
き上半分のﾃﾞｰﾀがで」迄ドラッグします。「

態で右下を掴んで下へセルが枠で囲まれた状
を入れ、」セルに、計算式「

ﾃﾞｰﾀの作成②
す。

までドラッグしま」「カーソルを合わせて、
セルの右下に態にして、セルが枠で囲まれる状

を入れます。」セルにを作り、「
」～「」じにして「「放物線」の場合と同

しょうﾋﾟｯﾁで作って見まﾃﾞｰﾀの作成：①
描画してみて下さい。今迄の経験を生かして

しますので、ポイントを以下に記述作図の手順について、
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双曲線の作図-1

が下図です。について描いてみたのの範囲ので、

せる式は次のように書き直
る事ができます。を下のように描いてみ

曲線」の例２次曲線の一つ、「双
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双曲線の作図-2

ます。してグラフが表示され
の部分は「系列２」との部分は「系列１」、と、

する物線」等と同じ処理をﾄﾞ」に行って、「放「ｸﾞﾗﾌｳｨｻﾞｰ③
します。

までドラッグを入れて、に計算式セル
。にﾃﾞｰﾀができます～セル

）を作ります。セルﾋﾟｯﾁでﾃﾞｰﾀ（について～②
ます。

までドラッグしを入れて、に計算式セル
。にﾃﾞｰﾀができます～ます。セル

）を作りセルﾋﾟｯﾁでﾃﾞｰﾀ（について～①
ように作図をします。方法はあります。次の

解消するする場合に、この点をを使ってグラフを作成
がりません。なって、グラフがつな

（無限大）とに近づくと側から（ﾏｲﾅｽ無限大）、と
に近づく側からです。即ち、で不連続だ」と言う事「

れは、この関数は点が一つあります。そグラフ作成上で、問題
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楕円の作図-1

ります。つなげれば良い事が判とったグラフの２つを
ををとったグラフとについての範囲ので、

せる式は次のように書き直ます。を下のように描いてみ

円」の例２次曲線の一つ、「楕
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楕円の作図-2

ﾀを作成できます。択して追加してﾃﾞｰ「ﾜｰｸｼｰﾄ」を選
入」から、たら、メニューの「挿ﾜｰｸｼｰﾄが不足し

のようになります。

、合の、セルの計算式はﾋﾟｯﾁで作成する場をセル
円の作図と同じです。

とする」事以外は、の範囲を作図の方法は、「
います。つぶしたものになって短径／長径の比で押し
に、等しい円を短径の方向楕円は、半径が長径に

が「短径」です。
径」で、小さい方の内、大きい方が「長と記述され、

の方程式はが座標軸に平行な楕円呼ばれます。一般に軸
は「短径」とは「長径」、式の左辺に出てきた
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